
本区域は、箱根火山の中央火口丘の一つで成層火山である神山の北東に
位置する温泉地すべり地帯である。昭和28年に死者10名、負傷者15名の地
すべり災害(土砂量約80万m3)が発生しており、近年、新たな地すべり変動が
観測されたことから、学識経験者からなる検討委員会を設置し、平成8年度か
ら130万m3の地すべり土塊に対して、アンカー工による対策工事を行ってい

る。被害想定区域には箱根地域にとって重要な交通網である箱根登山鉄道、
県道大涌谷小涌谷線、県道関本小涌谷線等が存在する。施工箇所
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重要交通網である箱根登山鉄道等が保全され、広域的な物流・交流の遮断や
地域の孤立化など、社会経済的に重大な被害の発生防止に貢献している。
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重要交通網等の保全対策の推進について

〈神奈川県足柄下郡箱根町早雲山地先〉

地すべり事業（早雲山地区）の効果について


